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Seasonal prevalence of occurrence and items of food resources for adult Sasakia 
charonda (Lepidoptera, Nymphalidae) in Hokuto City in Yamanashi Prefecture 
Takato KoBAvAsHr* and Masahiko KrTAHARA 


Laboratory of Animal Ecology, Yamanashi Institute of Environmental Sciences, 
5597-] Kenmarubi, Kamiyoshida, Fujiyoshida, Yamanashi, 403-0005 Japan 


Abstract The flight season and food resources of adults of Sasakia charonda were investigated in 
the Oofukasawa River basin in Hokuto city, Yamanashi Prefecture, central Japan. It is suggested 
that the secondary forests, riparian forests and plantations of Cryptomeria japonica might play dif- 
ferent roles in the maintenance of S. charonda. 
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は じ め に 











オオ ムラ サキ Sasakia charonda は , 日 本 で は 環境 省 指定 の 準 絶 減 危 恨 種 に 指定 され て いる 森林 性 の チョ 
ウ で ある (環境 省 , 2000. この た め , 開発 予定 地 と な っ た 森林 の 環境 アセ スメント 調査 に お いて この 
種 が 見 つか れ ば , 何ら か の 保全 対策 が 求め られ る こと が 多い . 本 種 の 保全 対策 の 確立 に は , その 地域 
に お ける 本 種 の 生息 適地 の 解析 が 必要 で ある . この た め に は まず , 成虫 の 出現 期間 , お よび その 期間 
中 に お ける 密度 変動 , 食 樹 や 成虫 の 餌 の 種類 と その 存在 場所 な ど , 個体 群 に 関す る 基本 的 な 情報 を 把 提 
し て お く 必 要 が ある . 


山梨 県 北杜 市 は 本 種 の 生息 密度 が 日 本 で も 最も 高い 地域 の 一 つと 考え られ て いる こと か ら , 同市 で 
土地 開発 を 行う 際 は , 本 種 の 保全 を 考慮 に いれ た 施工 法 が 求め られ る で あろ う . そ の よう な 施工 法 を 開 
発する た め に は , まず , この 地域 に お ける 生息 適地 の 解析 , 個体 群 の 維持 機構 の 解明 が 急務 で ある . この 
研究 は , 山梨 県 北杜 市 に お いて 本 種 の 生息 適地 を 解析 する 研究 の 第 一 段階 と し て 行わ れ た . 本 論文 で 
は , 北杜 市 に お ける 成虫 の 発生 消長 お よび 成虫 の 餌 の 種類 を 明らか に し た の で 報告 する . 





























調査 地 お よび 調査 方 法 


山梨 県 北杜 市 の 西部 の 大 深澤 川 流域 を 調査 地 と し, 川 に 沿っ て 2 km の セン サス コー ス を 設け た . セン 
サス コー ス の 両側 に 見 られ た 景観 は , 河川 (大 深澤 川 ), UH, 落葉 広葉 樹 二 次 林 (以下 , 二 次 林 ), スギ 
Cryptomeria japonica な いし は ヒノ を キ Chamaecyparis obtusa の 針葉樹 林 , 水田 , 休 耕 地 , 畑地 で ある . XE 
林 は 主 に 大 深澤 川 の 中 洲 お よび 川 の 近く の 谷 磨 斜面 ( 急 な 斜面 ) に 立地 し , 河川 活動 に よっ て 成立 し 
た 天然 性 の 森林 で ある . 二 次 林 は 谷 刻 斜面 後方 の 緩 斜 面 に 立地 する が , 主 に クヌギ Quercus acutissima, 
コナ ラ Quercus serrata Z^ b] 0, c これ ら は 人 間 に よ っ て 育成 ・ 管 理 さ れ て きた いわ ゆる 里山 林 で ある . 
スギ 林 も 二 次 林 と 同じ 緩 倖 面 に 見 られ た 人 工 林 で ある . 本 種 の 幼虫 の 館 植 物 で ある エノキ と エゾ エ 
ノ キ は 二 次 林内 と 渓 畔 林内 に 見 られ た が , 二 次 林 内 で は クヌギ , コナ ラ の 樹冠 下 に 亜 高 本 と し て 自生 し , 
いずれ も 胸高 直径 が お お よそ 15 cm 以下 の 小 - 中 径 の サイ ズ の 個体 が 多かっ た . 一 方 , 渓 畔 林 で は エ 
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ノ キ と エゾ エノキ は , オニ グル ミ Juglans mandshurica, ケヤキ Zelkova serrata な ど と と も に 林 冠 を 形成 
L, 二 次 林 で は 見 られ な い 胸 高 直径 が 30 cm を 越え る よう な 大 型 の 木 が 存在 し た . スギ 林 に 自生 する 
エノキ と エゾ エノキ は ., 樹高 2m に 満た な い 低木 が 多く, 林 冠 を 形成 する 高木 や 亜 高木 は 見 あたら な か 
っ た . センサス コー ス を , 2003 年 6 月 30 日 , 7 月 4, 5,9, 11, 12, 15, 16, 18, 20, 22, 26, 28, 31 日 , 8 H 4, 10, 
19, 22, 26 H, 9 H 4, 11, 18 日 の 午前 10-12 時 お よび 6 月 30 日 , 7 H 4, 3, 8, 9, 12, 14-18, 21, 22, 24-26, 28, 
31 H, 8 月 4,10,19,22,26 日 ,9 月 4, 11, 18 日 の 午後 2-4 時 に 歩行 し , 確認 され た 成虫 の 数 と 性 を 記録 し 
た . 成虫 が 口 馬 を の ば し て 何 か を 吸 液 し て いる と ころ を 確認 で きた 場合 に は , 何 を 吸 液 し て いた か を 記 
録 し た . 飛翔 個体 の うち, 同種 の 雌 や 雄 , 他 の 生物 を 追 飛 し て いた 場合 は , それ ら 追 飛 個体 の 数 も 記録 し 
た . また, セ モン サス コー ス 付 近 で エノキ Ce/ が s sinensis & ある い は エゾ エノキ Celtis jessoensis を 確認 し た 場 
合 に は , その 大 き さ ゃ 出現 場所 を 記録 し た . た だ し , 木 の 密度 や 胸高 直径 , 単位 面積 当たり の 密度 な ど は 
記録 し て いな い . 











成虫 は 7 月 4 日 より 9 月 11 日 まで 見 られ た (Fig. 1). 6 H 30 日 の 確認 個体 数 が 0 匹 で あっ た こと か ら , 
この 年 の 羽化 は 6 月 30 日 か ら 7 月 4 日 まで の あたり か ら 始 まっ た と 思わ れる . 成虫 の 確認 個体 数 は 初 
見 日 か ら 約 3 週間 まで 急激 に 増加 し て ,7 月 の 下旬 に ピー ク に 到達 し , その 後 3 週間 に か け て 急 に 減少 
し た . 8 月 19 日 以降 に は 個体 数 は 少な く な り , 9 月 上 旬 ま で 個体 は 見 られ た が , 9 月 の 個体 数 は ひじ ょ 
うに 少な か っ た . 以上 より , オオ ムラ サキ 成虫 の 出現 期間 は 7 月 初め か ら 9 月 中 旬 ま で と 長い が , mmo 
ピーク は 出現 期間 の 初め . すなわち 成虫 の 初見 か ら 3 週間 経過 し た あたり と 思わ れる . 午前 中 の 平均 
確認 個体 数 は 38.2 E, 午後 は 44.5 匹 と 午後 が や や 多く な っ た が , 両者 の 間 で 有意 な 差 は な か っ た 
(Mann-Whitney の U-test, U=0, P-1.00). 


雄 は 7 月 4 日 か ら 8 月 22 日 まで 確認 され た が , 雌 は 7 月 20 日 か ら 9 月 11 日 まで 確認 され , 確認 で きる 
期間 は 雄 の 方 が 早かっ た . 本 種 の 成虫 の 羽化 は 雄 の 方 が 雌 よ り 1 週間 早い た め ( 森 , 1975, 1979), 今回 の 
調査 地 に お いて も 雄 を 確認 で きた 時 期 の 方 が 早かっ た の で あろ う . 今回 の 調査 で は 各 森 林 の 林 緑 ご 
と の 成虫 個体 数 に つい て は 計数 し な か っ た が , i B URBEM CHR o Z9 CERE S YU 次 いで 二 次 林 縁 で 
も よく 確認 され た . ス ギ 林 縁 で は 確認 個体 数 が ひじ ょ うに 少な か っ た . 
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Fig. 1. Seasonal prevalence of occurrence for adult Sasakia charonda in Hokuto City in Yamanashi 
Prefecture. 
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Table 1. Sex ratio of flying individuals of Sasakia charonda. 
Male Female Unknown Total 


Morning 232 (29%) | 13 (2%) 555 (6990) 800 
Afternoon 289 (259€) 21(29) 836 (7390) 1146 


Table 2. Percentage of the number of chasing individuals for total number of 
Sasakia charonda. 





Morning Afternoon P 
Males and unkown individuals 825 1135 
Chasing individuals 110 (1396) 223 (2096)  y?239.2, P«0.001 


確認 され た 個体 の 多く は 飛翔 中 の 個体 で あっ た が 午前 中 も 午後 も 高 所 を 飛ん で いて 性 別 を 確認 で 
A e (Table D: た だ し EOBMERATOTIEERR で き な か っ た 人 
5s 必要 で き な か っ た 個体 の 多く ND Re. 


雄 お よび 性 別 不 明 の 飛翔 個体 の 中 に は , 同種 の 他 の 個体 , ある い は 他 の 飛翔 生物 (チョウ. トン ボ 類 ある 
い は 野鳥 な ど ) を 追 飛 す る も の が あっ た . 追 飛 個体 の ほとん ど は 渓 畔 林 縁 で 確認 され た の で , BEN 
妹 は 雄 が 雌 を 探索 する 場所 に な っ て いる の か も し れ な い . 


雄 お よび 性 を 確認 で き な か っ た 個体 を 加算 し た 値 の うち , 同種 の 他 の 個体 , ある い は 他 の 飛翔 生物 を 追 
飛 し て いた 個体 の 割合 を 午前 と 午後 で 比較 し た . 午前 中 に お ける 雄 個 体 お 3 び 性 を 確認 で き な か っ 
た 個体 は 825 匹 ,. こ の うち 追 飛 個体 は 110 匹 で あっ た (1396) (Table 2). 午後 に お ける 雄 個 体 お よび 性 を 
確認 で き な か っ た 個体 は 1133 匹 . こ の うち 追 飛 個体 は 223 匹 で あっ た (20%). 午前 中 の 追 飛 個体 の 割合 
を 期待 値 と し , 午後 の 追 飛 個体 の 割合 と の 差 を 検定 し た と ころ , 差 は 有意 だ っ た (Table 2). 夕方 に 追 
飛行 動 を 行う 個体 が 多く な る こと は , R 1975) や 福田 ら (1983) の 報告 と 一 致し た . 


成虫 が 口 喝 を 伸ばし て 吸 液 し て いた も の は , 1) 樹液 , 2) S o 7-858, 3) 雨 で 湿っ た コン クリ ー ト 堀 4) 獣 
糞 で あっ た . 成虫 が 吸 液 し て いた 樹種 は , クヌギ と コナ ララ, オニ グル ミ と サイ カナ チ Gleditsia japonica で 
あっ た . ク ヌ ギ と コナ ラ は 緩 斜 面 に 存在 する 二 次 林 を 構成 する 樹種 で あり , オ ニ グ ルミ と サイ カチ は 
河川 沿い の 渓 畔 林 に 存在 し た . コ ンク リー ト の 堀 は スギ ・ ヒ ノ キ 林 の 林 緑 に 存在 し, 降水 後 湿っ た 時 に 

飛来 し て 吸 液 し て いた . 湿 っ た コン クリ ー ト の 堀 で の 吸 液 は 出現 期間 の ご く 初 期 (7 月 上 旬 の み ) に 限 
られ た が, その 理由 は 分 か ら な か っ た . d o Tb E, 大 深澤 川 の 川岸 に 存在 する も の で , 常に 湿っ た 状 
態 で あっ た . 成虫 が 吸 液 する 湿っ た 砂 和 が 存在 する 川岸 は 渓 畔 林 の 林 緑 に 該当 し た . 獣 糞 は スギ ・ ヒ ノ 
キ 林 の 本 緑 に ある 林道 に 存在 し た が 獣 革 で の 吸 液 頻 度 は 他 の 館 の 種類 に 比べ て ひじ ょ うに 低かっ た . 

筆者 は 今 ま で に ., 北 関東 平野 部 の 大 き な 河 川 か ら 離 れ た , な だ ら か な 丘陵 に 分 布 す る クヌギ や コナ ラ の 
二 次 林 に お いて , 本 種 の 成虫 の 行動 ・ 移 動 を 調べ て きた が (例え ば Kobayashi and Inaizumi, 2003; 
Kobayashi and Kitahara, 2005), 4 そこ で は 成 点 の 主 な 館 は クヌギ の 樹液 で あっ た . 今回 の 調査 で は ク ヌ 
ギ に 加え て , コナ ラ , オニ グル ミ , サイ カチ の 樹液 , IEOR o LER, ERE, 降水 後 の 湿っ た コン クリ ー 
ト 堀 で の 吸 液 を 確認 で きた . 今回 の 調査 地 の よ うな , 山間 地 で な お か つ 河 川 の 活動 に よっ て 成立 し た 天 
然 性 の 渓 呼 林 と その 後方 に o コナ ラ の 二 次 林 と が 合わ さっ た 河川 景観 に 生息 する 
本 種 の 個体 群 に お いて は , 平野 部 に お ける 丘陵 帯 で クヌギ や コナ ラ か ら 成 る 二 次 林 を 生息 地 と する 
個体 群 より も 餌 の 種類 が 多様 な の か も し れ な い . 


既に 述べ た よう に , 今回 の 調査 で は , 成虫 は 渓 畔 林 縁 , 次 いで 二 次 林 縁 で 確認 個体 数 が 多く , R FAKIR T 
は 確認 個体 数 が 少な か っ た . E BO BUEEUSCC 5 d o BERII ECE 0, Z OSSBISREIUMSR A EA 
し た . ERRERKC Ib ZVI ESEA POPE D EB ORRAZ 7g o Tok. 一 方 , bu de に ある 
二 次 林 で は クヌギ と コナ ラ の 樹液 が 館 資 源 と な っ て いた . また , 調査 地 の 項 で 述べ た よう に , エノキ 
ある い は エゾ エノキ は , 渓 畔 林 に お いて は 胸高 直径 が 30 cm を 越え る よう な 大 型 の 高木 が 多数 存在 し 
に 対し , 二 次 林 の 中 で は 胸高 直径 が 13 cm 以下 の 小 - 中 径 の サイ ズ の 個体 が 多く , 渓 畔 林 に 見 ら 
れ た よう な 林 冠 を 形成 する 高木 が 見 あたら な か っ た . ス ギ 林 で は , 樹高 2 m に 満た な い 低木 が 多く , 林 
冠 を 形成 する 高木 や 亜 高木 は 見 あたら な か っ た が , スギ 林 の 林 縁 に は 湿っ た コン クリ ー ト 志 や 獣 装 で 
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の 吸 液 が 見 られ た . これ ら の 事実 か ら , 二 次 林 , 渓 畔 林 , スギ 林 と で は 本 種 の 成虫 の 個体 群 維持 に 異な る 
役割 を 果たし て いる 可能 性 が 示唆 され る . この た め , 今後 は これ ら の 森林 に お いて ., 餅 植 物 の 再生 ・ 
分 布 の 様式 , な ら び に 本 種 の 成虫 の 密度 や 行動 パタ ー ン , お よび 餌 植物 当たり の 幼虫 の 密度 を 詳細 に 詩 
^, 各 森 林 が それ ぞ れ 本 種 の 個体 群 維持 に 果たす 役割 を 調べ る 必要 が ある で あろ う . 


この 研究 は , 文部 科学 省 の 科学 研究 費 を 用 いて 行わ れ た . 
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Summary 


We investigated seasonal prevalence of occurrence and items of food resources for adult Sasakia charonda in 
the Oofukasawa River basin in Hokuto city, Yamanashi Prefecture, central Japan. The flight season of adults 
of this species extends from the beginning of July to the middle ten days of September. The adult density 
reached peak in the last ten days of July, when three weeks had passed since adults were first observed. More 
adults were found at the edges of secondary broadleaf deciduous forests and riparian forests than at the edge 
of plantations of Cryptomeria japonica. Most adults found were flying and some adults chased other individ- 
uals or other flying wildlife. Most of these chasing individuals were found at the edges of riparian forests. 
Items of food resources of adults were 1) exuding tree sap of Quercus acutissima and Quercus serrata in the 
secondary forests, 2) exuding tree sap of Juglans mandshurica and Gleditsia japonica in riparian forests, 3) 
wet sand at the edge of Oofukasawa River, 4) wet concrete wall with rain, and 5) dung. The concrete wall and 
dung were situated at the edges of plantations of C. japonica. Therefore, it is suggested that the secondary 
forests, riparian forests and plantations of C. japonica might play different roles in the maintenance of S. 
charonda. Thus, to confirm the contribution of the respective types of forests to S. charonda, we need to 
study both the population density of the adults and larvae and patterns of adult behavior in each type of forest 
in subsequent study. 
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